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『改造』から見る「支那趣味」 

―谷崎潤一郎「蘇東坡」を中心に― 
 

崔雪 1 
 
要旨 

山本実彦によって 1919 年に創刊され，1955 年に廃刊された雑誌『改造』は，日本の総

合雑誌の代表的な存在と見なされており，大正期および昭和期における政治，経済，社会，

思想，文学の研究にとって不可欠な重要な基礎資料であるとされている．   

『改造』が創刊された時期には，日本帝国主義資本主義の発展，近代ツーリズムの成立，

さらには西欧の耽美主義の影響により，日本文壇において支那趣味という風潮が流行して

いた．支那趣味について，日本の研究者たちは，中国のエキゾチックな魅力が日本人を惹

きつけたと述べている．従来，支那趣味という言葉が初めて出現したのは 1922 年 1 月の『中

央公論』であると論じられてきたが，本稿の考察によれば，「支那趣味」という語の出現

は 1901 年にまで遡ることが可能である． 

『改造』もまた支那趣味の風潮に注目し，谷崎潤一郎の「蘇東坡」を含む 8 篇の支那趣

味的作品を掲載している．中国と関連の深い作家として，谷崎潤一郎の支那趣味に関する

先行研究は多い一方で，「蘇東坡」は彼の知名度が低い作品であり，個別の作品論の対象

として選ばれる頻度が低いと考えられる．本稿では，谷崎潤一郎がなぜしばしば西湖を支

那趣味的作品の舞台として設定したのかを考察し，中国が彼にとって失われた古い日本へ

の郷愁を喚起する存在であり，この郷愁が彼のその後の古典回帰の契機となったことを明

らかにする．また，谷崎潤一郎は単に中国古典文学の中の蘇東坡の物語を翻案しただけで

はなく，言論弾圧に苦しむ蘇東坡に共感を覚えると同時に，自らの芸術至上主義を蘇東坡

に投影している．つまり，谷崎潤一郎の支那趣味は，中国のエキゾチックな魅力にとりつ

かれるだけにとどまらず，それを自身の文学創作における芸術的探求の一環として位置づ

けていたといえるだろう． 

 
キーワード：谷崎潤一郎 蘇東坡 支那趣味 改造 芸術至上主義  
 

 
Ⅰ．はじめに  

 
大正時代は，日本の近代化と共に文化的な

多様性が花開いた時期であり，その中で特に

支那趣味が注目を集めた.支那趣味とは，中国

を素材とした作品が次々と生まれた現象を指

し，文学，美術など多岐にわたる分野で新た

な文化潮流を生み出した. 

『改造』は 1919 年に山本実彦によって創刊

された総合雑誌であり，創刊号ですでに日本

の対中国政策に触れていた.さらに同誌は

1926 年に新文化運動を紹介する目的で増刊

号「現代支那号」を発行した.中国に強い関心

論文 

＜様式 1＞ 
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を示した『改造』も支那趣味に注目して，谷

崎潤一郎の「蘇東坡」を含む 8 篇の支那趣味

の作品を掲載した.「蘇東坡」は谷崎の代表作

とは言い難いことから，研究の対象として単

独で論じられることは少ない.しかし，谷崎の

作品には中国歴史上の実在の人物を主人公に

したものは珍しいことから，蘇東坡という人

物を選んだ理由とその選択に潜む谷崎の支那

趣味を明らかにすることは重要だと考えられ

る. 

本稿では，支那趣味の誕生と発展について

整理し，『改造』がいかにして支那趣味に目

を向けたかを考察する.また，同誌掲載の谷崎

潤一郎「蘇東坡」を通じて，支那趣味の具体

像の一端を明らかにする. 

 
Ⅱ．支那趣味とは何か 

 
大正期には，「支那趣味」と呼ばれる形で，

日本文化界において中国への関心が高まり，

中国を素材とした作品が次々と生まれる現象

があった.画壇では，竹内栖鳳，横山大観らを

はじめ，多くの画家が中国の風物を作品に取

り入れた.文壇では，谷崎潤一郎，芥川龍之介，

佐藤春夫，木下杢太郎らが中国紀行文や中国

をモチーフにした小説など，多数の作品を発

表した.大正時代の一種の文化現象として，支

那趣味の成因に関する説は様々にある. 

十九世紀末から二十世紀初頭にかけて，日

本は様々な戦争に関与した.日清戦争の勝利

による巨額の賠償金の獲得や日露戦争の辛勝

による植民地利権の確保によって，日本の資

本主義的帝国主義は大きく発展した.他方、資

本主義が急速な成長を遂げたことに伴い，日

本の「社会問題の再発見がなされた 2」.この

時期の日本について，吉田精一は以下のよう

に述べている 3. 

 

この時期に来て我が資本主義は成熟

期に入り、帝国主義体制をととのえたが、

ようやく資本主義ブルジョアジイと労働

者との対立、まだ微弱ながら無政府主義

の運動、はては社会主義者の活動を生じ

た。 

 

資本主義の発展は，日本に多くの対立と矛

盾を生み出した.1903 年幸徳秋水，堺利彦ら

社会主義者が平民社と呼ばれる最初の組織を

設立し，社会主義思想は思想界に浸透し続け

た.また，1907 年のアメリカ金融恐慌の影響

で，日本は零細企業を整理し，合併吸収とカ

ルテル化を進め，民衆の反対運動を引き起こ

した 4.1911 年夏の東京でのガス会社の合併

をめぐる大きな反対運動をはじめ，名古屋，

京都，神戸などの大都市では，電車，ガス，

電気など公益企業に対する住民運動が相次い

でいる 5.それと同時に，労働争議の数は 1907
年には約 238 件に及んでいるほど，労働運動

も盛り上がった 6.しかし，これらの運動は，

日本政府によって抑圧を受けた.平民社の週

刊紙『平民新聞』は幾度も当局の激しい弾圧

により廃刊された.労働運動は度々軍隊に制

圧され，さらに 1910 年に大逆事件が起こるに

至る.こうした極端な言論・思想に対する圧迫

は，人々の新しい思想に対する追求を抑え，

過去と伝統へ眼を向けしめ，官能享楽的な志

向へ駆り立てた 7. 

過去と伝統に注目するひとつのパターンは，

「“古き良き老大国”への愛着」であり，つ

まり中国への関心であると，川本三郎は指摘

している 8.西原大輔も，当時の日本文人にと

って，西洋化が進んだ日本と異なり，「中国

は古代が冷凍保存された国であり、古代のロ

マンを感じることのできる老大国であった 9」

と述べている.他方，支那趣味の成因について，

西原は日本近代ツーリズムの成立という論点

も提起している 10.西原によると，大正時代に
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なると，中国大陸の鉄道網が整備され，日本

の旅行会社も中国の旅行の手配を始め，多く

の人が中国に旅行することが可能になった.

それに加えて，中国大陸だけでなく，日本本

土の鉄道網も整備されていった 11.交通機関

の完備によって，日本の知識人たちは，古く

から伝わってきた漢籍で中国を感じるだけで

なく，直接に中国を経験することができるよ

うになった. 

一方，周知の通り，明治から大正時代の日

本文壇は，ヨーロッパから多大な影響を受け

た.支那趣味の発展を考える時，ヨーロッパ文

学の影響も考慮する必要があるだろう.大航

海時代以後，東洋の質の高い磁器などの産物

が大量にヨーロッパに流通した.ヨーロッパ

の人々が中国の珍奇な芸術品に熱狂したこと

を，シノワズリー（chinoiserie）という 12.芸

術品に対するシノワズリーは十八世紀に盛ん

となり，その後徐々に衰えていったが，芸術

品から文学に及んだシノワズリーは長期間に

渡って持続し，十九世紀までも多く見られる.

イギリスのジョン・ミルトン（John Milton），
フランスのヴォルテール（Voltaire），ロシア

のアレクサンドル・プーシキン（Pushkin）な

どの作品に，シノワズリーの影響が見られる.

明治から，ヨーロッパとの交流が深化したこ

とに伴い，シノワズリーの文学作品も日本に

伝わってきた.シノワズリー文学の伝来は，イ

ギリスとフランスからが主であったと見られ

る. 

イギリスにおいて，シェイクスピア

（Shakespeare），ミルトンの作品に中国に対

する描写が散見される.なかでも，オリヴァ

ー・ゴールドスミス（Oliver Goldsmith）が 1762
年に書いた『世界市民』（The citizen of the world）
は，主人公を中国人に設定し，中国人の視線

を通じてイギリスと中国の社会状況を描いた

作品であり，最も代表的なエキゾチックな作

品であると評価される 13.同作品は 1893 年に

『支那哲学者欧州巡游通信』を標題として，

博文館によって上下二巻で出版された.現時

点で，『支那哲学者欧州巡游通信』に対する

同時代評は把握できない.しかし，谷崎潤一郎

が 1912 年『東京日日新聞』に連載した小説「羹」

において，同作家の『負けるが勝ち』（She 
stoops conquer）が一高の教科書に設定されて

いることを示す記述から 14，当時の文人はゴ

ールドスミスにある程度影響されたことが推

測できる. 

フランス文学の中のシノワズリーも日本文

壇に多大な影響をもたらした.1908 年，木下

杢太郎，北原白秋らが隅田川をセーヌ川に見

立て創立したパンの会は，フランス文学の影

響を受けたものである.パンの会の成立につ

いて，木下は以下のように述べている 15. 

 

我々の思想の中心を形作ったものは，

ゴオチエ，フロオベル等を伝はつて来た

「芸術の為めの芸術」の思想であった。

この思想的潮流には本元でもエキゾチス

ムが結合した。必然我々の場合にもエキ

ゾチスムが加わった。 

 

「芸術のための芸術」は，西欧耽美主義の主

張であり，十九世紀後半に台頭した文芸思潮

であった.アイルランドのワイルド（Oscar 
Fingal O'Flahertie Wills Wilde）とフランスのゴ

ーチェ（Pierre Jules Théophile Gautier）はその

代表人物である 16.ゴーチェは木下が提起し

たゴオチエであり，「芸術のための芸術」を

主張し，フランス高踏派を代表する人物であ

る.ゴーチェの作品における重要なエキゾチ

シズムの表象は，中国への関心である 17.ユゴ

ー（Victor-Marie Hugo），ボードレール

（Charles-Pierre Baudelaire），ゴンクール兄弟

（兄 Edmond de Goncourt，弟 Jules Alfred Huot 
de Goncourt）などもゴーチェの影響を受けて，

中国への興味を示している 18.こうしたフラ
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ンス作家の作品はしばしば日本に紹介され，

日本文学界に刺激を与えた.例えば，永井荷風

は随筆「初硯」において，明末の詩人である

王次回を中国のボードレールとし，その詩集

『疑雨集』を『悪の華』に引き比べて賞賛し

ている 19.永井文学における中国文学と西洋

文学の受容について，フランス文学者の桑原

武夫は永井が中国と西洋の両方に興味を持ち，

その交差点を狙ったと指摘した上で，「西洋

のものをそれ自体として讃美するというより、

それを自分のなかにある東洋的なものと強引

に結びつける」と主張している 20.また，勝本

清一郎は「荷風のシナ趣味はやはりフランス

趣味ですよ。ゴンクールなどを通してきてい

る趣味なんですね 21」と述べている.つまり，

永井をはじめとする日本の文人たちは，西洋

文学をただ受容するのではなく，西洋文学の

シノワズリーと自分の漢学修養とを組み合わ

せ，大正時代の支那趣味を生み出したと考え

られる. 

  では，大正時代の文人たちは，支那趣味に

ついてどのように考えていたのだろうか.支

那趣味の内容はいったい何だったのだろうか.

西原によると，支那趣味という言葉が初めて

登場したのは，1922 年 1 月号の『中央公論』

である 22.『中央公論』は，「支那趣味の研究」

というコラムを設け，佐藤功一「私の支那趣

味観」等の五篇を掲載し，それぞれの支那趣

味を語った.この説は学界で定着している.し

かし，稿者の調査によると，出版年次が明記

された出版物の中で，支那趣味という言葉が

初めて出現したのは，1901 年の『日本現今人

名辞典訂正 2 版』の平野吉兵衛という項目で

ある 23.その後，支那趣味という言葉がさまざ

まな出版物に再三も登場するようになり，

1922 年に『中央公論』のコラム「支那趣味の

研究」が登場してから，この言葉はより広く

使われるようになった. 

  前述した 1901 年の『日本現今人名辞典訂正

2 版』の平野吉兵衛という項目で，支那趣味

は中国スタイル，中国風という意味で使われ

ている.1908 年の『早稲田文学.［第 2 次］』

33 号に発表された中島伴次郎「支那趣味」に

おいて，中島は中国の飲食，住宅，演劇など

を例として取り上げ，支那趣味を中国人の性

格，中国人の好みという意味で用いている
24.1918 年 8 月の『大観』の「支那趣味」の記

事では，支那趣味は再び日本人の漢学修養と

いう意味を与えられている 25.1922 年 1 月号

の『中央公論』における佐藤功一の「私の支

那趣味観」では，佐藤は知人の家に支那の器

物や書物を集める支那室があるということか

ら，日本人が中国のものや事物が発する異国

の雰囲気に憧れるという支那趣味を語ってい

る 26.このように，支那趣味の意味は，「中国

の○○」に焦点を当てたものから，「日本人

から見る中国の○○」に注目したものへと変

化していく.1920 年前後，日本の文人たちは，

自分たちが想像していた中国と，実際に中国

旅行で見た中国について，様々な作品を創作

していた.例えば，佐藤春夫は 1920 年に友人

の誘いで台湾と福建を訪れ、「殖民地の旅」

や『女誡扇綺譚』などの作品を著した.これら

の台湾に関する作品の中に，佐藤は日本支配

下の台湾に生きる悲哀を描き，無批判的な支

那趣味に植民地への批判的視点を加えた 27.

このように，支那趣味は時代とともにその意

味やニュアンスが変化しており，中国文化や

中国人に対する日本人の認識の変遷を反映し

ている. 

しかし，前述の通り，日本の支那趣味はヨ

ーロッパからの影響を受けたものであり，同

時代において，中国に関心を持つのは日本人

だけではなかったのである.例えば，1922 年，

アインシュタイン（Albert Einstein）は『改造』

の招待を受けて，シンガポール，中国等の国

を経由して日本を訪問した.中国および中国
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人について，アインシュタインは「勤勉」や

「子孫が多い」という印象を述べている
28.1920 年代の『改造』において，B・ラッセ

ル（Bertrand Russell）をはじめ，欧米の知識

人によって書かれた中国に関する文章が多く

見られた. 

西原は，支那趣味を「大正時代には中国に

関心をもち、中国のエキゾチックな魅力にと

りつかれた 29」ものだと定義している.また，

川本は，「大正の青年たちは書物の上でまず

「支那」に対する淡い憧憬を持つ。ロマンチ

シズムを持つ。そして現実の中国に行 30」く

というように，支那趣味はまず中国に対する

憧れを持ち，その後中国を訪れるというプロ

セスを強調している.本稿では，西原と川本の

定義を踏まえた上で，支那趣味を「日本人が

執筆した文章」に限定して以下に分析する. 

 

Ⅲ.『改造』における支那趣味 

 

では，『改造』は如何に支那趣味という時

代の潮流に目を向けたのだろうか. 

大正時代における『改造』が掲載した支那

趣味の文章を以下の表にまとめる. 

 
表 1 大正時代の『改造』における支那趣味

の文章一覧表 

巻号 作品 作家 欄 

1919 年 6
月号 

青磁色の

女 31 

谷崎潤一

郎 

 

1920 年 3
月号 

孔子の帰

国 

長与善郎  

1920 年 8
月号 

蘇東坡 谷崎潤一

郎 

創作 

1921 年 1
月号 

黄五娘 佐藤春夫 創作 

1921 年 1
月号 

秋山圖 芥川龍之

介 

創作 

1921 年 3 星 32 佐藤春夫 創作 

月号 

1926 年 1
月号 

陶淵明 長与善郎 創作 

1926 年増

刊号現代

支那号 

李鴻章 佐藤春夫  

（稿者作成） 

 

上記の 8 編のうち，5 編は創作欄に掲載

されている.他の 3 編については創作欄と

明記されていなかったが，掲載誌内でその

作品の前後が小説や短歌であることから，

これらも創作欄に属すると推測される.ま

た，執筆陣を見れば，いずれも大正時代の

有名作家である.これは当時，『改造』の創

作欄を担当していた瀧井孝作との関係があ

ると考えられる.瀧井は 1920 年 1 月に改造

社に入社した.彼の記述によれば，改造社に

入る前，芥川龍之介のような「流行つ児は

原稿を一遍も書いたことがなかったが、僕

が時事新報時代に知っていたので原稿をと

るようになった 33」とある.瀧井は自身の人

脈を活用し，有名作家からの投稿を集めた

だけでなく，原稿料の引き上げも推進し、

さらに多くの作家を惹きつけた.当時，『中

央公論』の原稿料は 1 枚 2 円で最も高かっ

たが，瀧井が入社した後，『改造』の原稿

料は1枚4円から5円程度に引き上げられ，

瀧井は「流行つ児を引張つてくるのは、原

稿料でするよりほかない」と述べている 34.

なお，総合雑誌としては，大正時代におけ

る支那趣味に関する記事がわずか 8 編であ

り，その数の少なさも注目に値する.これは

主に雑誌の性格によるものと考えられる.

雑誌創刊当初の方針として，「現在許容さ

れている「社会政策」の線に添う 35」など

が掲載され，第一次世界大戦後の思想や経

済に関する内容が扱われていた.また，第 4
号からは編集方針を労働問題批判と社会主
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義批判に変更し 36，編集視点を労働者階級

に向けることとなった 37.その後，『改造』

は国際情勢や労働運動に関する報道を続け

た.『雑誌『改造』の四十年 付・改造目次

総覧』では，1920 年代の編集傾向について

「概して言えば、この頃、「改造」編集の

傾向は時事的に傾いているとは言え、問題

追求の態度は、真摯であり着実である 38」

とまとめられている.つまり，雑誌の主な焦

点は依然として時事問題の議論にあり，文

学創作は全体の記事数のごく一部に過ぎな

かった.そのため，支那趣味に関する作品数

も少なかった. 

支那趣味に関する 8 篇の作品の中で，佐藤

春夫の作品数が 3 篇であり，最も多い.それに

続いて，谷崎潤一郎と長与善郎にそれぞれ 2
篇の作品があり，芥川龍之介には 1 篇の作品

がある.大正時代の中国と関連深い作家とし

て，武田泰淳は芥川，谷崎，佐藤を提起して

いる 39.阿部知二は，「シナ趣味」について，

「われわれはここで谷崎潤一郎、芥川龍之介、

佐藤春夫などの名を想起しないでおられず、

それらの名はこのばあいにおいて象徴的であ

る 40」と述べている.つまり，谷崎と佐藤，そ

して芥川は，支那趣味の代表的作家として認

識されていたと言えよう.この三人は『改造』

に支那趣味の文章を発表する前に，すでにそ

れぞれの支那趣味の作品を創作していた.例

えば，谷崎が 1910 年に発表した「麒麟」，佐

藤が 1918 年に発表した「李太白」，芥川が

1920 年に発表した「杜子春」などが挙げられ

る.長与は支那趣味の作家として提起されて

いないが，生涯に 5 回中国を訪れた経験を持

ち，中国に親しい作家の一人であり，1917 年

にすでに支那趣味の演劇「項羽と劉邦」を発

表している. 

また，8 編の作品の名前から明らかなよう

に，「孔子の帰国」，「蘇東坡」，「陶淵明」，

「李鴻章」はいずれも中国の歴史上の人物を

モチーフとして創作された作品である.「青磁

色の女」は，谷崎潤一郎が杭州の西湖を舞台

として創作したフィクションであるが，中国

古典の影響を受けていたことがうかがえる.

同作品では，文中に繰り返し中国古典文学へ

の言及があり，さらに同作品が 1919 年に『近

代情痴集』（新潮社）に収録される際には，

中国古代の名妓の蘇小小の伝説も紹介されて

いる.「黄五娘」と「星」は，1920 年に，佐

藤春夫が中国の南方と台湾を旅し，泉州で「陳

三と五娘」という昔話を聞き，そこから着想

を得て創作された作品である.また，「秋山圖」

は中国古代の画家の王煙客，王廉州らを登場

人物として創作された. 

以上からわかるように，『改造』は支那趣

味の文章を掲載する際，中国古典と関わる作

品を選ぶ傾向があるとともに，すでに支那趣

味の文章を発表していた作家を好む傾向があ

った. 

以上，大正時代の支那趣味の特徴を整理し

たが，それを踏まえつつ，谷崎潤一郎の「蘇

東坡」を取り上げ，谷崎が蘇東坡という人物

を選んだ背景を以下に考察していきたい. 

 

Ⅳ.「蘇東坡」から見る谷崎潤一郎の支那

趣味 

 
1．谷崎潤一郎の支那趣味についての先行研

究  
中国と関連深い作家として，中国でも日本

においても，谷崎潤一郎の支那趣味に関する

研究は豊富だと言える.管見の限り，従来の研

究は概ね①谷崎の 2 回の中国旅行，②谷崎と

中国文人の交流，③谷崎の中国関連作品の三

つの方面から展開されている. 

谷崎潤一郎の 1 回目の中国旅行について，

「作家の創作意欲を刺激し、多くの「支那趣

味」小説を執筆する原動力となった 41」と評

価されているのに対して，2 回目の中国旅行
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後，「西洋資本の進出と軍閥混戦の影響で、

伝統を失う 42」中国を見た上で，郭沫若らの

中国文人との交流によって，「中国の現状を

よりはっきり見、より深く理解できた 43」谷

崎は，「もはや中国という白いカンバスを舞

台として、自由な空想を展開することができ

なくなった 44」ので，「「支那趣味」の文学

を生み出す意欲をまったく失った 45」とされ

る. 

2 回目の中国旅行をきっかけに，谷崎潤一

郎は郭沫若，田漢，欧陽予倩等と友人関係を

築いた 46. 

谷崎潤一郎の中国関連作品についての先行

研究は，東洋と西洋の文化の融合を考察する

もの 47，中国古典文学の受容を検討するもの
48，紀行文を分析するもの 49などがある.近年，

中国における谷崎文学の受容という視点も翻

訳研究の方面から提起されている 50. 

本稿で論じたい「蘇東坡」についての先行

研究は，林茜茜「「風流」な文学者――「蘇

東坡（三幕）―あるいは「湖上の詩人」」論

――51」が挙げられる.林は「蘇東坡」と谷崎

潤一郎が使用した中国古典文学との対比分析

を通じ，当時の谷崎の芸術観を捉え直した.

ただ，全般的に，谷崎の他の作品と比べて，

「蘇東坡」についての先行研究の数は少ない

と言えるだろう.「蘇東坡」は，谷崎の中でも

あまり知名度が高い作品ではなく，彼の代表

作とは言い難いことから，個別の作品論の対

象として選ばれる頻度が低いと思われる.し

かし，初めて中国を訪れた後に生み出された

一連の作品には，「蘇東坡」のほか，「青磁

色の女」も含めて，なぜしばしば西湖が舞台

とされるのか.また，谷崎の作品には中国歴史

上の人物を主人公にしたものは極めて少ない

にもかかわらず，蘇東坡という実在の人物を

選んだ背景とその選択に潜む谷崎の支那趣味

を明らかにすることには大きな意味があると

考えられる. 

 

2.懐かしい詩の国――舞台を西湖に設定した

背景 

1918 年 10 月から 12 月までの中国旅行で，

谷崎潤一郎は朝鮮を経由して，満州，北京，

漢口，九江，廬山，南京，蘇州，上海，杭州

などを訪れた 52.しかし，旅行先が複数であっ

たにもかかわらず，この旅行からのインスピ

レーションを受けて創作された作品のほとん

どは，中国の江南 53を舞台に設定されている.

『改造』に掲載された「青磁色の女」と「蘇

東坡」も，いずれも杭州の西湖に焦点を当て

る。谷崎が西湖に魅入られるのは何故だろう

か. 

  

 

図１ 谷崎潤一郎第一回中国旅行関連地図
54 

 
谷崎潤一郎の当該の中国旅行は，末日会の

計画によるものと思われる.1918 年 10 月 11
日の『大阪朝日新聞』に，「谷崎潤一郎氏の

支那行き」という記事があり，その中に「例

の末日会の文士連が小村侯の話から思い付い

て支那へお揃いで出掛ける話だったが谷崎潤

一郎だけ九日午後四時の汽車で東京駅を立つ

た 55」と記されている.末日会は，「新しい文

士や思想家と政治家との接触を図つていた 56」

組織である.1918 年 9 月 17 日の『東京日日新

聞』は「文士連の支那漫遊――小村侯の肝煎

で末日会の青年作家連が早晩実行する事にな



 
 
 

ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.18(1) 2025 
 

 39 

る」という記事を掲載し，末日会の今後の発

展について，「その第一着手として最近会員

の三四が支那漫遊を敢行し支那といふものを

文学を出発点とする政治的見地から視察して

会合の趣旨を明らかしに 57」と述べている.

『大阪朝日新聞』が記した「小村侯の話から

思い付いて支那へお揃いで出掛ける話」とい

うのは，末日会の青年作家を支那に行かせる

ことを指しているだろう.管見が及ぶ範囲で

は，末日会に関する新聞記事の中で，谷崎に

言及したのは，「谷崎潤一郎氏の支那行き」

のみであった.ここから，谷崎と末日会の関係

の薄さが推測できる一方，今回の旅行につい

て，谷崎は「ナーニ遊びに出掛けるんです 58」

と期待も見せている.また，谷崎は「東京をお

もふ」に，「私は元来政治の方には関心を持

つていない 59」と述べており，「政治的見地」

は二の次で，文学を出発点として遊びに行く

ことを主目的に旅路を始めたと言えるだろ

う. 

「青磁色の女」は，谷崎潤一郎が初めて創

作した西湖を舞台とする作品である.東京の

ある新聞社の特派員として北京に滞在してい

た「私」が，出張を機に杭州を訪れた際，杭

州行きの列車で青磁色の服を着た中国人のお

嬢様を見かけ，その後，満月の西湖でその青

磁色の女性の死体を発見するという内容のフ

ィクションである.「私」が東京の新聞社の特

派員であるという設定は，末日会から中国に

派遣された谷崎を想起させる.「私」が杭州へ

行くのは 11 月であるのに対して，谷崎の中国

旅行も10月から12月の間である.杭州行きの

汽車で，「私」は「東京の小石川の家庭のこ

となどを想い出した 60」が，谷崎は 1916 年の

夏から，東京の小石川に転居した.谷崎は西湖

について綴る紀行文を書かなかったが，「青

磁色の女」はフィクションでありつつも，主

人公の「私」の設定は谷崎と重なる部分が多

いため，主人公を通して谷崎の西湖に対する

見方を垣間見ることができるだろう. 

西湖は古くから中国の名所として，その美

しい景色で多くの文人を魅了していた.西湖

及び周辺の江南地域について，谷崎潤一郎は

以下のように述べている 61. 

 
近代支那の詩人墨客が多く南から輩

出したのも、斯うして此の土地の風光や

習俗に接すれば、あながち偶然ではない

のだと頷かれる（中略）實際、かう云う

美しい国土と住民との間に生まれれば、

笠翁の詩劇にあるような漂渺とした空想

が育まれるのも無理はあるまい。 

 

谷崎は清朝の劇作家である李笠翁を例とし

て，江南のような美しい景色のある場所でこ

そ，想像力豊かでロマンチックな作品が生ま

れると考えている.さらに，「日本を東洋の詩

の国だなどと己惚れて居る人たちに、私は一

と目でも此の附近の風景なり人情なりを見せ

てやりたいくらいに思った 62」と，日本が自

らを詩の国だと自負している人々に対して，

江南こそは東洋の詩の国だと言い放つ.また，

「蘇東坡」の中で，西湖について，「此の土

地に居ると、詩人でなくても詩を作りたくな

りますからな 63」と，再び西湖は詩の国とい

う印象を強調している.「白蛇伝」の舞台とな

った雷峰塔や，蘇東坡と白居易によって作ら

れた蘇堤と白堤などがあり，中国文学史上の

永遠のモチーフと言える西湖が，文学を出発

点として訪れた谷崎の目を惹くのは当然だろ

う. 
従来から，谷崎潤一郎の文学創作は，エキ

ゾチシズムからノスタルジアというプロセス

と論じられてきた.稲澤秀夫によって，1920
年前後は，谷崎の西洋崇拝の絶頂期でもあり，

東洋美への転換期でもあることが指摘されて

いる 64. 
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谷崎潤一郎が生まれた日本橋蛎殻町は，江

戸文化の中心地であった 65.江戸時代から明

治まで，下町と呼ばれる日本橋，浅草の辺り

が都市の主役だったが，近代資本主義の発展

に伴い，新たな上京者としての日本近代化の

指導者たちは、山の手に居を構えたので，下

町は都市の裏側に転じていた 66.谷崎自身が

「もしあの時分に金があり、妻子の束縛がな

かつたならば、多分私は西洋へ飛んで行つて、

西洋人の生活に同化し、彼等を題材に小説を

書いて 67」と書いたように，彼は西洋に憧れ

ている一方，「昔の東京の下町が、今と比べ

てどんなに美しい好い町であつたかを、読者

に知らせたくも思ふからである 68」と，過去

の東京への懐かしさも示している.中国旅行

で谷崎が見た景色は以下のようである 69. 
 

支那には前清時代の俤を伝へた、平和

な、閑静な都会や田園と、映画で見る西

洋のそれに劣らない上海や天津のような

近代都市と、新旧両様の文明が肩を並べ

て存在していた。過渡期の日本はその一

つを失つて、他の一つを得ようともがい

ている時代であった。 

 
また，同文で，谷崎は「旧き日本が捨てられ

て、まだ新しき日本が来たらず、その孰方よ

りも悪いケーオスの状態である 70」と，西洋

化への憧憬を表明すると同時に，古い伝統を

失う日本を惜しむ気持ちと古い生活様式を保

つ中国への賛美も表している.1921 年，映画

『蛇性の婬』のロケーションで関西を訪れた

谷崎は自分の心情を以下のように述べている
71. 

 
北京や南京や江蘇浙江あたりにある

古い東洋のよいところが、日本の旧都附

近にも残っていることを知ったのである。

私はそれらの土地と風俗に同化したいと

は思はなかつたが、それらを一幅の絵と

して眺める時、少なくとも乱雑な東京よ

り遥かに魅力のあるものとして愛着を持

つた。 

 
また，1922 年 1 月 1 日に発表された「支那趣

味と云ふこと」では，支那趣味について以下

のように述べている 72. 

 
われわれ今日の日本人は殆ど全く西

欧の文化を取り入れ、それに同化してし

まつたやうに見えるが、われわれの血管

の奥底には矢張支那趣味と云ふものが、

思ひの外強い根を張つているのに驚く

（中略）支那趣味に対して、故郷の山河

を望むやうな不思議なあこがれを感ずる

（後略）。 

 

ここから，その頃の谷崎はすでに西洋崇拝か

ら脱去し始めていたと読み取れるのであり，

中国で見た風景は，彼に故郷を懐かしく感じ

させた.1 回目の旅行だけではなく，1926 年の

2 回目の中国旅行において，谷崎は欧陽予倩

の家で年越しをして，「日本ではあらかた亡

びてしまつた」「除夜の晩に家ぢゅうの者が

一と晩ぢゅう寝ないでゐると云う習慣」など

で「三十何年も前の東京の、日本橋の家に住

んでゐた父や母を俤に浮べ、あの薄暗い土蔵

造りの一と間のさまを眼の前に見よう」とし

た郷愁を感じた 73.日本橋川と隅田川が合流

する地点の日本橋では，江戸時代には水に関

連した産業が栄えていたが，京杭大運河や富

春江，銭塘江を有する杭州もまた，古くから

の流通や漁業の発展により，重要な経済的拠

点となってきた.谷崎にとって，故郷の下町と

杭州の共通点は水辺の存在にとどまらず，古

い生活様式を維持する中国の人々が，下町の

風情や人々と重ね合わせて見られていたと，

西原が述べている 74. 
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谷崎潤一郎は，異郷の西湖に対して，中国

文学の過去の栄光だけではなく，失われた故

郷，つまり古い下町への郷愁も感じていたた

め，しばしば西湖を作品の舞台にした.川本に

よると，支那趣味は，日本文人の「古典への

回帰・古典への復興 75」である.西村将洋も「谷

崎はかつての「支那趣味」を「そのまま日本

に」適応させている 76」と指摘している.つま

り，こうして中国から感じられた郷愁は，そ

の後の谷崎の古典回帰の契機になったとも言

えるだろう. 

 

3.理想化された蘇東坡像 

「蘇東坡」は一幕三場の演劇である.前作の

「青磁色の女」に，「私」は『西湖佳話』と

いう本を読んでいると描かれているため，谷

崎潤一郎が『西湖佳話』を基に「蘇東坡」を

創作したことが推測できる 77.「蘇東坡」の冒

頭では，舞台を「宋の神宗皇帝の時代」，蘇

東坡を「杭州府の通判」と設定している 78.

遊女を落籍させること，売り子の扇子売りを

手伝うこと，遊女の恋人を都から杭州に帰ら

せることなどの出来事を通じて，蘇東坡は才

能豊かで，愛情深く，正義の人として描かれ

た.これらの三つ出来事は『西湖佳話』の物語

内にも含まれている.『西湖佳話』に書かれて

いるが，「蘇東坡」に書かれなかったのは，

黄州に左遷される出来事である.以下，谷崎が

蘇東坡を主人公としたことと，黄州に左遷さ

れることを書かなかったことの背景を考察し

たい. 

（1）言論弾圧に苦しむ芸術家 
宋代では，文治主義が採用されたことによ

り，官吏への俸給が増加し，遼や西夏との和

平維持のための贈物費用，さらには傭兵の雇

用費などが増大したため，宋は慢性的な財政

難に苦しむこととなった.神宗に登用された

王安石は，大胆な富国強兵策を立案し，それ

によって財政難と兵力の弱体化を解決し，宋

の再建を目指した.しかし，あまりに過激な改

革であったため，蘇東坡を中心とする多くの

文人たちの不満を招き，朝廷内では旧法党と

新法党に分かれ，改革をめぐる長期にわたる

闘争が始まった. 

宰相である王安石は，自分の改革に対する

すべての批判者，すなわち旧法党を非難し，

旧法党を「宮廷から追放し、地方のいろいろ

な地位につけるのがならわしとなっていた
79」.蘇東坡は 1070 年と 1071 年に 3 回「上神

宗皇帝書」という諫言を神宗に奉り，改革に

反対する理由を述べた上で，権力によって

人々を圧迫すべきではないと神宗に忠告した.

しかし，この行動は，王安石を怒らせ，蘇東

坡はすぐに官職を罷免され，杭州に左遷され

た 80. 
劇中では，蘇東坡が杭州に来た理由が，「「蘇

東坡と云ふ奴は怪しからん、詩を作って時事

を風刺した」と云ふもので，とうとうこんな

遠い所へ流し者にされたのさ 81」という台詞

で説明されている.つまり，谷崎潤一郎は蘇東

坡が王安石の改革に反対した部分をぼかし，

言論弾圧のために左遷されたということを強

調しているのである.第一節で述べたように，

谷崎が中国に行く前に，日本でも極端な言

論・思想に対する抑圧が問題となっていた.

谷崎自身も 1916 年に，「恐怖時代」が発禁処

分を受けたり，1917 年に「人魚の嘆き」が挿

絵 2枚の削除を条件に発禁処分を免れたりす

るなど，検閲問題に悩まされていた.そのため，

彼は 1916 年 5 月の『中央公論』に「発売禁止

に就きて 82」，1920 年 1 月 6 日から 26 日ま

での『大正日日新聞』に「検閲官」を発表し，

検閲に対する不満を表した.故に，西湖にやっ

てきた谷崎は，同じく言論弾圧に苦しんでい

た蘇東坡を自然に思い浮かべ，自分の遭遇と

重ね合わせて，作品の主人公に設定したのだ

ろうと推測される. 
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（2）芸術至上主義の芸術家 
前述の通り，蘇東坡は政治を風刺した詩を

作ったために杭州に左遷された.故に，部下で

ある毛澤民が上京する由に蘇東坡に餞別の詩

を請った時，蘇東坡は「此の上詩を作ったり

すると、どんなお咎めを受けるかも知れんの

で、詩人商売は近頃ふッつり止にしてたんだ
83」と断った.しかし，毛澤民の説得に従って，

蘇東坡は「まあ表向きは、作らんことにして

あるんだがね 84」と，実は今も密かに詩を書

いていると告白する.また，遊女である朝雲に

「詩の道楽をお止めになれば、きっと上のお

許しが出るに極まって居ますわ 85」と勧めら

れた時，蘇東坡は「わしは痩せても枯れても

詩人だからな、詩を作るなと云ふのは て
、

ん
、

で
、

無理ぢゃないか 86」と自分の心境を吐露し

た.「て
、

ん
、

で
、

」の傍点は谷崎潤一郎自身によ

るものである.何があろうと詩を作り続ける

という蘇東坡の気持ちは一層強調されてい

る. 

どんな状況においても詩を作ることをあき

らめない――この芸術の究極を追求する姿勢

は，谷崎潤一郎が「蘇東坡」を発表した同年

の 4 月号，5 月号，7 月号と 10 月号の『改造』

に 4 回わたって連載した「芸術一家言」の中

にも同じような考えが見られる 87. 

 

歌はずに居られなくなつて歌ひ、描か

ずに居られなくて描きつつある間に、歌

ひ或いは描きつつある美の形がだんだん

明瞭になり、それに対する感激がますま

す高揚して来るのを覚える（中略）生み

出すことの歓びを知らないで、どうして

芸術家たるの資格があらうぞ！ 

 

芸術家は歌うこと，描くことに対する抑え

がたい衝動に駆られて作品を創作するという

ものだと述べた上で，創作の喜びを感じ取れ

ない人間には，本当の意味での芸術家として

の資格はないと強く主張している.また，同連

載で，谷崎は芸術について「芸術は事実の記

録ではなく美を創造するのである 88」と定義

する.同様の表現は，19 世紀末のアイルラン

ドで注目された芸術至上主義運動の旗手オス

カー・ワイルド 89の作品にも見られる.1890
年に書かれた『ドリアン・グレイの肖像』の

序言で、ワイルドは「藝術家とは美しいもの

を作るひとである 90」と述べたのである.佐藤

春夫は明治末期及び大正初期において，「オ

スカー・ワイルドと云へば当時の大流行でも

あったし、潤一郎も愛読したことは世間で知

っている通りである 91」と述べ，谷崎の作品

を「ワイルドに近かった 92」と評してい

る.1919 年（大正 8 年），谷崎はワイルドの

『ウヰンダミーヤ夫人の扇』を翻訳した時，

「はしがき」に以下のように記している 93. 

 

予は決してワイルドの崇拝者ではな

いことを、茲に改めて断つて置く必要が

ある。成る程予も嘗てはワイルドの好き

な時代があつた。高等学校に居た頃、サ

ロメやドリアン・グレイを読んだ時には

可なり昂奮させられたものであつた。 

 

高校時代から谷崎はワイルドを愛読し，さら

に『サロメ』や『ドリアン・グレイの肖像』

から影響を受けたことがわかる.谷崎が『サロ

メ』や『ドリアン・グレイの肖像』を下敷き

にして「法成寺物語」「饒太郎」を創作して

いたことは先行研究ですでに詳しく論じられ

ているため 94，ここでは省略する.しかし，ワ

イルドの芸術至上主義が谷崎にもたらした影

響を明らかにする必要はあるだろう.『ドリア

ン・グレイの肖像』で，自分の恋人に対して，



 
 
 

ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.18(1) 2025 
 

 43 

ドリアンは「藝術を欠いたきみなんて無にひ

としい 95」と語る.「嘘の衰退」で，ワイルド

は「「藝術」が「人生」を模倣するよりもは

るか以上に「人生」こそ「藝術」を模倣する
96」と述べている.芸術は人生，恋人よりも重

要であるという芸術至上主義がこれらから読

み取れる.一方，谷崎も，1916 年の「父とな

りて」の中で，自分は子育てで芸術を追求で

きなくなることを恐れ，結婚も芸術を追求す

る手段だと語り，「私に取つて、第一が芸術、

第二が生活であった」という態度を表明して

いる 97.谷崎の芸術至上主義がワイルドから

影響を受けたものであることは疑いないと思

われる. 

さらに，谷崎潤一郎の『ウヰンダミーヤ夫

人の扇』の翻訳時期と彼の 1918 年の支那旅行

の時期は重なっている 98.『ウヰンダミーヤ夫

人の扇』における芸術至上主義の特徴につい

て，宮本裕司は，「快楽主義の肯定、恋愛の

謳歌、食べることの楽しみ 99」などを挙げて

いる.「蘇東坡」において，谷崎は蘇東坡を酒

と女性に溺れる人物として描いた.劇の冒頭

で，蘇東坡のもとを訪れる者に対して，書記

は「実はその、東坡先生は唯今御酒を召し上

がっていらして、大分酩酊の御様子です 100」

と告げる.その後も繰り返し「先生は酔って居

らっしゃるとなんでも「うん、うん」て承知

なさるんだ 101」など，酒に耽溺する人物であ

ることを強調している.また，劇中の女性人物

は，全て遊女であり，特に第三場で，朝雲と

いう遊女は蘇東坡と心の通い合った知己とし

て描かれる.朝雲が「先生のような御立派な方

がこんな田舎へ流されておいでになるなんて、

つくづくお気の毒だと存じますの。いづれ其

のうちに都へお帰りになるんぢやなくつて
102」と，流謫された蘇東坡に同情を示した時，

蘇東坡は以下のように返答している 103. 

 

なあに都に帰るなんて、私は近頃そん

なことを夢にも考へちゃ居ないのだ（中

略）わしは此の通りの酒飲みで、暇があ

れば詩を作つてぶらぶら遊んでいるより

外に能のない人間だから（中略）さう気

の毒気の毒と言つてくれるな、わしはち

ょつとも自分を気の毒とは思つて居ない

のに（後略）。 

 
実際のところ，三度神宗に諫言を奉じた蘇

東坡は，決して「遊んでいるより外に能のな

い人間」ではない.こうした返答は自嘲であり，

過去からの逃避，目の前の酒に溺れるという

快楽主義でもある.谷崎潤一郎の快楽主義に

ついて，文学者の細江光は以下のように述べ

ている 104. 

  
現世を丸ごと肯定するものではなく、

通常の人間関係、社会生活の多くを無視

し、自分の気に入った一部分（美衣、美

食、美女など）だけに過剰に執着するも

のである。 

 
谷崎の快楽主義は，美食，美女，美衣など

特定の対象に対する深い執着と礼賛を特徴と

している.彼の文学作品には，こうした快楽主

義が強く反映されている.たとえば，「美食倶

楽部」では美食に没頭する G 伯爵が描かれ，

「富美子の足」では数ページにわたって足の

描写が繰り返され，「刺青」と『痴人の愛』

では一人の女性に異常なまでに執着する姿が

表現されている.また，「蘇東坡」でも，谷崎

は仕事中でも酒に溺れ，遊女と親しむ蘇東坡

という新たな人物像を創出した.彼が描いた

蘇東坡は「通常の人間関係、社会生活の多く

を無視し」，自分の気に入った一部分（酒と

女性）だけに「過剰に執着する」姿が特徴的

である.このような蘇東坡の人物像は谷崎が

ワイルドから受け継いだ「快楽主義の肯定、
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恋愛の謳歌、食べることの楽しみ」を具現化

した芸術至上主義の一例とされている.しか

し，『西湖佳話』において，蘇東坡はただの

酒と女性に執着する人物として描かれてはい

ない.逆に，同作品では，蘇東坡は政治を風刺

する詩を書き続けた結果，皇帝を侮辱する罪

で投獄され，幸運にも死を免れたものの，黄

州に左遷されるという自らの政治的信念に生

きる人物として描かれている. 
では，谷崎潤一郎はなぜ『西湖佳話』の蘇

東坡の設定に従わなかったのか.谷崎は多く

のジャンルの作品を書いており，特に犯罪小

説の割合が大きい.1929 年には，谷崎は 2 冊

の『犯罪小説集』を刊行し，その中には 79
編の小説が収録された.「黒白」という作品で

は，谷崎は自身と同じく，犯罪小説の創作に

力を入れる悪魔主義の作家，水野という人物

像を描いた.谷崎は水野の口を借りて，作家を

客観的傾向と主観的傾向の二種類に分け，自

分は「自分以外の人間も書かないことはない

けれども、結局は何を書いても自分の説明に

なつてしまふ 105」という主観的なタイプの作

家であると述べた. 谷崎と親交のあった中国

の作家田漢も谷崎について「任写什么，结果

都成了他自己的说明 106」（何を書いても、そ

れは彼自身の説明に帰結してしまう）と述べ

ている。要するに，谷崎は自分を主観的傾向

の作家と見なし，作品を通して自分自身を表

現しているということを仄めかしているので

ある.それゆえ，谷崎は『西湖佳話』で酒と女

に溺れる蘇東坡に共鳴し，作品の主人公に抜

擢した後に，自分の芸術至上主義的な色を付

け，蘇東坡を自分の理想の芸術家像として描

いたのである.『西湖佳話』で描かれた黄州へ

の左遷などは，彼の理想とする芸術家像とは

無関係であり，政治に執着する行動も芸術至

上主義とは相容れないので，谷崎はこの部分

を省略したと考えられる. 

 

Ⅴ.おわりに 
 
1918 年の 1 回目の中国旅行後に書かれた

「蘇州紀行」の中で，谷崎潤一郎は蘇州に来

た時の感想を「お伽噺のお爺さんやお嫗さん

の住んでいる村は、きつとああいふ所にある

のではないか知らん 107」，また西湖に来た時

の感想を「非常に遠い夢のやうに遥かであつ

たものが、急に近くへやつて来たやうに感ぜ

られる 108」と述べている.つまり中国は，彼

にとっては現実世界にあるはずがない，幻想

的な性質を持っているものである.こうした

中国に対する幻想は，同時代の中国の知識人

にとって非常に違和感を覚えるものであった.

田漢は，「但是江南果真是“童话里的快乐的

国土”么？揭开了诗人的幻想之幕，它只是国

际帝国主义者侵略中国的要冲，封建军阀剥削

得最直接、最残酷的采地 109」（しかし江南は

果たして「お伽噺の中の楽しい国土」なのだ

ろうか.詩人の幻想の幕を開けて，それはただ

国際帝国主義者が中国を侵略する要衝で，封

建軍閥が最も直接的に，最も残酷に搾取して

いるところだ）と，谷崎の支那趣味を評価し

ている. 

1926 年の 2 回目の中国旅行で，郭沫若や田

漢らとの交流を通じて，中国が世界的規模の

帝国主義的経済に巻き込まれ，文化も西洋文

化に駆逐されていることを聞いた谷崎潤一郎

は，ようやく自分が想像していた中国と現実

の中国とのギャップを認識した.中国は，自分

が想像したロマンチックな老大国ではなく，

日本と同じ時代を共有し，世界情勢と密接に

関係している国である.中国はもはや古代美

を保存した場所ではないことを認識した谷崎

は，「旧友欧陽予倩を憶う」，「欧陽予倩君

の長詩」などの作品で中国文壇への関心を示

していたが，支那趣味の作品はもう二度と創

作しなくなった. 
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1935 年の「聞書抄初出巻頭」にて，谷崎潤

一郎は「蘇東坡」を創作する背景を以下のよ

うに述べている 110. 

 

杭州の西湖に遊んだ時、昔蘇東坡が此

の地に左遷されたことを思ひ起して、左

遷と云ってもかう云ふ山紫水明の土地に

流されるなら何を悲しむことがあらうぞ、

東坡は此処の官吏となってどれ程の暮ら

しをしていたのか知らないが、彼が湖水

の上に築いたと云ふ堤防が「蘇堤」と呼

ばれて今に残っており、うそかほん た
マ マ

か分からないけれども、朝雲暮雲などな

ど云ふ妾を置いた逸話が伝はつている

（中略）朝雲暮雲を待らせて、地方官と

はいひながら顕要の職に就いていたとす

れば、流謫の身を恨むなどなどは贅沢至

極、人生の幸福何物かこれに過ぎたるも

のがあらうぞと、そぞろに垂涎を催した

ことがあった。 

 

西湖に到着した谷崎は，言論弾圧によって

杭州に左遷された蘇東坡のことを思い浮かべ，

山紫水明の風景，そして朝雲のような美人と

ともに過ごす生活に強い憧れを抱いたことが

理解される.しかし，蘇東坡は，谷崎によって

描かれたような仕事中でも自由に酔いしれる

芸術家ではなく，左遷されても時事問題を風

刺する詩を書き続けた，実際には非常に政治

信念に忠実な官吏であった. つまり，谷崎は

西湖の美しい景色や美人，そして蘇東坡に対

する憧れをもとに，彼らにエキゾチシズムを

投影して「蘇東坡」を創作しただけでなく，

蘇東坡という人物像に自身の芸術至上主義を

重ね合わせ，理想の芸術家像を作り上げたの

である. 

前述の通り，日本文壇における支那趣味の

流行は，西欧耽美主義の影響と密接に関連し

ている.また，谷崎潤一郎も西欧耽美主義を代

表するワイルドの芸術至上主義に深く影響を

受けており，その芸術観を蘇東坡に投影した

と考えられる.本稿では，谷崎の支那趣味が単

なるエキゾチシズムの投影にとどまらず，彼

の芸術意識の深化と密接に関係していたこと

を明らかにした.これにより，谷崎文学を捉え

る際に従来見落とされがちであった「支那趣

味」と「芸術至上主義」の連関性という新た

な視点を提示した点に本研究の意義がある.

さらに，彼の支那趣味における芸術意識が，

ワイルドから継承した芸術至上主義とも深く

結びついていることを示し，これまでの研究

が重視してこなかった支那趣味文学における

芸術観の変容について論じた. 

すなわち，谷崎潤一郎の支那趣味は，エキ

ゾチシズムを超え，彼の芸術的探求における

重要な一環を成していた.彼は中国を単なる

エキゾチシズムの対象としてではなく，自ら

の芸術意識を深化させるための能動的な素材

として捉えていたのである.この視点をもと

に，同時代の支那趣味作品においても，単な

る異国趣味を超えた創作意識の在り方を考察

する余地がある.例えば，長与善郎が『改造』

に寄稿した「孔子の帰国」（1920 年 3 月号）

および「陶淵明」（1926年 1月号）を考察す

る際，中国古典文化の受容とともに，白樺派

の代表的作家としての彼がいかに人道主義と

中国古典文化を結びつけていたかについても

見落とすべきではない.支那趣味を持つ作家

たちが中国古典文化を創作の場に選んだこと

には，当時の社会情勢や現実逃避の要素があ

ったことは確かである.しかし，彼らが中国古

典文化から何を得たのか，また，中国古典文

化や支那趣味がその後の彼らの文学創作にど

のような影響を与えたのかを考察することも

重要である.この問題については，今後の課題

としてさらなる研究が必要であると考えられ

る. 
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